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ニュース

平日昼間に、みのもんたが司会進行を務める日

本テレビの人気番組 「午後は○○おもいっきり

テレビ」 をご存知でしょうか？その番組の中に、

節目の日を取り上げて紹介する「今日は何の日」

という１０分間のコーナーがあります。

４月３０日の番組で、「大阪に帝国大学が設立さ

れると発表された日」のタイトルで、大阪大学の

設立の経緯と、大学内のユニークな研究を行って

いる３つの研究室が紹介され、その１つとして耐

環境表面改質学分野 （大森研） が取り上げられ

ました。

番組ではまず、今から７１年前の昭和６年４月３０

日、大阪に帝国大学が設置されることが発表され、

翌５月１日、大阪帝国大学開学式が挙行されたこ

と、また、設立の背景には大阪人の熱意と地元財

界人の寄付によるところが大きかった、と大阪大

学設立の経緯が紹介された後、３つの研究室の

トップバッターとして大森研が１分半程度紹介さ

れました。

紹介された研究は、「プラスチックのリサイク

ルと高機能化を目的とした TiO２のプラズマ溶
射」で、廃 PETボトルから作成された PET板に
TiO２粉末を溶射することにより、PET板の上に
TiO２膜を形成し、再生利用（リサイクル）への道を
拓くものです。

TiO２は、紫外線の存在下で強力な酸化作用を有
するために、抗菌作用および有害な各種有機物を

分解、除去できる光触媒特性を持っています。PET
ボトルの高機能化を実現し、リサイクル促進の目

的のため、PETボトルからの各種成形品（タイ
ル、便座、瓦など）の表面に TiO２粉末のプラズマ
溶射を行い、光触媒機能を付与することが実現で

きたことが番組内で大きく取り上げられておりま

した。主婦向けの番組ということもあり、PET
ボトルのリサイクルという観点が注目されたのか

と思います。

なお、この内容の一部は阪大 Now（７月号 ）
のクローズアップに紹介されています。

午後は○○おもいっきりテレビの取材にあたって
（４／３０日本テレビで放映）

コーナーのタイトル

溶射の準備

再帰循環システム研究センター 耐環境表面改質学分野 教授

番組の放映の様子

大森 明

実際の溶射の様子

大森教授
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研究トピックス

対環境生物応用学分野では、微生物の作用によ

る腐食劣化（微生物誘起腐食：Microbiologically
Influenced Corrosion : MIC)に関する研究に取り組
んでいる。当研究所において微生物を対象とした

研究が行われていることに、意外性を感じられる

方も少なからずおられるかもしれない。しかし、

MICが原因と推測される被害は、石油化学工業
・ガス工業・エネルギープラント・半導体工業で

頻繁に報告され、経済に与える損失も甚大と認識

されるようになった。特に、溶接部での被害の多

発が指摘（図１）されており、そういったMIC
の原因の究明、さらには対策のための基礎研究を

担う場として、当分野は設置された。

MICについて語ると、「特殊な微生物が金属を
食べるのですか？」との質問を時々耳にする。実

際、自然界に存在する数多くの微生物の中には、

鉄酸化細菌など、そのような理解が可能なタイプ

も実在する。しかし、最近の研究で、MICは環
境中の様々な微生物が材料表面へ付着し、そのよ

うな微生物の代謝反応によって誘起される腐食と

の理解が一般的になってきている。そういった悪

さを行う微生物の中には、大腸菌、黄色ブドウ球

菌など、日常よく見聞きする微生物の名前も含ま

れている。

当分野では、これまでに産業界等で報告された、

MICの疑いがもたれた腐食事例の解析調査を多
数手がけてきた。実験室レベルでの腐食再現実験

により、自然環境中に存在するMICの原因とな
る微生物をいくつか特定し、そのメカニズムの検

討を行ってきた。一連の研究過程で、金属材料と

環境中の微生物との相互作用、対応関係（材料に

対する耐性や腐食性の違い）が徐々に明らかにな

りつつある。ここでの知見は、今後、新型の抗菌

性材料の開発、あるいは新しいバイオプロセスの

確立に活かされるものと我々は期待している。

最近、新たにMICの疑いがもたれた SUS３１６L
鋼溶接部の腐食事例が報告された。この事例が

MICであった場合の原因微生物種の特定を試み
る段階で、思いがけなくも、未知の微生物を発見

することになった。現在、微生物学的サイドから

の裏付け調査をまって、国際レベルでの新属の提

唱を行う予定である。現在の研究段階において、

金属（ステンレス鋼）との反応性（その可能性）

を確認している（図２）。しかし、そのメカニズ

ムの解明にまではいたっていない。

自然界には、未知の微生物が多数存在すると言

われている。時はバイオの時代と呼ばれる２１世紀。

このような時代の要請下のもと、あらたなバイオ

プロセスの開発を視野にいれた、材料学的サイド

からの微生物と材料の相互作用の検討、さらには

工業技術への利用性の高い新種の微生物の探索は、

今後の科学技術の進歩に果たす役割も大きいもの

と期待している。

微生物誘起腐食の事例解析調査において未知の微生物を発見

図１．微生物誘起腐食

再起循環システム研究センター 対環境生物応用学分野 ＊教授 ＊＊博士後期課程学生

菊地 靖志＊，宮野 泰征＊＊

図２．微生物の付着とその近傍に見ら

れた腐食孔
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ニュース

ホソカワミクロン株式会社の寄附により、ナノ

粒子ボンディング技術寄附研究部門が、本年６月１

日より、３年間の予定で接合科学研究所に開設さ

れました。

ナノ粒子は、バルクな固体には見られない全く

新しい機能を有する材料形態として、電子デバイ

ス、医薬品など様々な先端産業への応用が期待さ

れています。また、この分野は、我が国の強い技

術分野として、産業競争力強化の観点からも、そ

の発展に期待が高まっています。

しかしながら、これを産業として発展させるた

めには、学問としての構築、体系化が必要であり、

今回スタートする本部門では、材料開発に不可欠

な、ナノ粒子結合状態の解析とその制御に関する

基礎研究を主体に推進することを目的としていま

す。現在スタッフは、内藤と阿部の二名です。

本研究所において、初めての寄附講座の開設で

あり、是非我が国のものづくりに役立つアウト

プットを出していくとともに、接合科学の発展と

本研究所のますますの発展に微力ながら貢献して

いきたく、皆様のご支援をよろしくお願い致しま

す。

平成１４年１月２２日～２３日の２日間にわたり、大

阪大学コンベンションセンターにて第４０回セラ

ミックス基礎科学討論会が日本セラミックス協会

基礎科学部会および接合科学研究所の主催により

開かれた。セラミックス材料の基礎研究に関する

成果を題材に、産官学の参加者が討論を行う場で

あり、各大学により持ち回りで催されている研究

会合である。今回は２１世紀における初年度の開催

であることから、記念行事としての意味も含め

“International Symposium on New Wave of
Ceramics for the２１st Century” と題して国際シンポ
ジウムも併設された。本討論会においては初めて

の試みである。トピックスとしてナノテクノロ

ジーをはじめ ITやエコロジーなどが取り上げら
れ、セラミックス材料の製法や基礎物性に関して

多岐にわたる活発な意見の交換がなされた。また

会場内においては企業展示会も行われ、最新技術

を駆使した製品に参加者の目が集まった。会期終

了後の集計によれば、学生および一般を合わせて

例年より約３割多い４２１名の参加者が各地より訪

れ、国外からも３０名近い研究者の参加があった。

特に近隣アジアの国々から数多くの研究者が集

まった。国際シンポジウム併設には、アジア地域

における学術交流の場を提供し、意義のある国際

貢献をなしえようとする趣旨が含まれていたが、

小規模ながらそのモデルケースとしての役割を果

たせたものと考えられる。

行事報告

ナノ粒子ボンディング技術（ホソカワミクロン�）
寄附研究部門が開設

第４０回セラミックス基礎科学討論会報告

ナノ粒子ボンディング技術寄附研究部門

再帰循環システム研究センター 機能強化・再生学分野 教授

内藤 牧男

宮本 欽生
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行事報告

日韓拠点大学学術交流プログラムに基づいて遂

行された共同研究の発表会が、２００２年７月５日に

荒田記念館で開催された。韓国側から鉛フリーソ

ルダー（２件）、溶接構造の疲労強度、牡蠣殻の

再利用による富栄養化制御、ナノ ZnOコロイド
について（計５件）発表された。日本側からは溶

接継手の力学特性、ミリ波加熱法によるセラミッ

クス焼結、フォトニック結晶による電磁波制御、

プラズマ溶射セラミックス被膜の光触媒効率、Al
合金の拡散接合界面酸化膜について（計５件）発

表された。５０名を超える参加者を得て、英語のみ

ならず、時折日本語や韓国語を交えながら、活発

な議論が行われた。

行事案内

昭和４７年５月に創立された当研究所は、今年度３０周年を迎えるに当り、記念行事を下記の日程にて開

催致します。平成８年には、旧溶接工学研究所から接合科学研究所への改組、および創立２５周年を記念

して記念行事を催し、中でも「溶接・接合加工における予測理論」をテーマとした国際シンポジウムは、

接合科学における COEとしての自負を内外に示すものでありました。今回の３０周年では、「産業界に貢
献する接合科学研究所」を広く知って頂くことに重点を置いた国際シンポジウムを開催致します。産学

のコミュニケーションを図るため、シンポジウムは外国からの招待講演者を含め新進研究者の講演（英

語）とポスターセッション（英語、日本語併用）で構成致します。

創立３０周年記念行事（計画案）

記念講演会、記念式典、記念祝賀会 平成１５年３月１３日（木）（於）大阪サンパレス

国際シンポジウム、懇親会 平成１５年３月１４日（金）（於）千里ライフサイエンスセンター

平成１４年度 科学研究費補助金

研究種目 件数 総 額

基盤研究 一般＊ ２ ４３，７００千円

基盤研究 一般 ４ ２１，６００千円

基盤研究 一般 ２ ２，１００千円

研究種目 件数 総 額

萌芽研究 ２ ４，０００千円

若手研究 ３ ３，９００千円

(＊競争的資金に係る間接経費 １３，１１０千円）

平成１４年度 共同研究員の所属機関と受入人数

機関種別 受入人数

国立大学 ７８

公立大学 １０

私立大学 ３８

独立行政法人 ７

機関種別 受入人数

公立研究機関 ９

高等専門学校 １７

その他 ８

Japan-KoreaBilateralSeminar
onAdvancedMaterialsSurfaceModificationandJoining

接合科学研究所創立３０周年記念行事

加工システム研究部門 エネルギー変換機構学分野 教授

三宅 正司

日韓セミナー関連研究者の集合写真
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各種賞受賞者等

「受賞」
平成１４年４月２５日 牛尾 誠夫 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年４月２５日 池内 建二 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年４月２５日 竹本 正 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年４月２５日 村川 英一 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年４月２５日 大森 明 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年４月２５日 中田 一博 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年４月２５日 藤井 英俊 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年４月２５日 田中 学 溶接学会国際協力賞 溶接学会
平成１４年５月２１日 田中 学 平成１３年度木原奨励賞 溶接接合工学振興会
平成１４年５月２９日 奈賀 正明 岡田科学技術賞 岡田記念溶接振興会

本研究所の人事異動（平成１４年３月～平成１４年６月）

「着任」
Ｈ１４．４．１ 国内客員教授 吉田 豊信 併 任 先端基礎科学
Ｈ１４．４．１ 研究機関研究員 桐原 聡秀 採 用 機能強化・再生学分野
Ｈ１４．４．１ 会計掛長 川嶋 清只 配 置 換 会計掛（吹田調達センター室から）
Ｈ１４．４．１ 事務補佐員 黒坂 亜希 採 用 会計掛
Ｈ１４．４．１ 事務補佐員 北山 恵子 採 用 共同利用掛
Ｈ１４．４．１６ 助 手 西川 弘 兼 任 化学・生物接合機構学分野
Ｈ１４．５．１ 教務補佐員 肖 鋒 採 用 機能性診断学分野
Ｈ１４．６．１ 寄附研究部門教員 内藤 牧男 採 用 ナノ粒子ボンディング技術

（教授） （ホソカワミクロン）寄附研究部門
Ｈ１４．６．１ 寄附研究部門教員 阿部 浩也 採 用 ナノ粒子ボンディング技術

（助教授） （ホソカワミクロン）寄附研究部門
「離任」
Ｈ１４．３．３０ 研究支援推進員 中塚 敏郎 任期満了 技術部
Ｈ１４．３．３０ 事務補佐員 佐藤千加子 任期満了 信頼性設計学分野
Ｈ１４．３．３０ 事務補佐員 小倉 裕代 任期満了 超高エネルギー密度熱源センター
Ｈ１４．３．３０ 事務補佐員 安久 佳子 任期満了 機能強化・再生学分野
Ｈ１４．３．３０ 事務補佐員 辻 絵美子 任期満了 会計掛
Ｈ１４．３．３０ 事務補佐員 吉原 千晶 任期満了 共同利用掛
Ｈ１４．３．３１ 教 授 松縄 朗 定 年 化学・生物接合機構学分野
Ｈ１４．３．３１ 教 授 堀川 浩甫 定 年 信頼性設計学分野
Ｈ１４．３．３１ ＣＯＥ 研究員 後藤 道夫 任期満了 化学・生物接合機構学分野
Ｈ１４．３．３１ ＣＯＥ 研究員 曹 文斌 任期満了 機能強化・再生学分野
Ｈ１４．４．１ 会計掛長 芦田 義道 配 置 換 会計掛（人間科学部へ）
Ｈ１４．６．３０ 事務補佐員 藤永 和美 辞 職 化学・生物接合機構学分野

編集後記

米国の ITバブル崩壊に端を発した世界同時不
況が囁かれる中、当研究所に寄付研究部門が開設

されました。当研究所への逆風が吹き荒れる中で

の明るい話題と考えております。これを機に異分

野間の交流を推進し、研究・教育活動にさらに邁

進する所存ですので、当研究所への従前以上のご

協力・ご支援をお願い申し上げます。

（津村 記）
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